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労災レセ電をクライアント保存する手順 
 
１．請求データの作成処理を行います 

業務メニューの「44 総括表・公費請求書」にて該当の帳票の出力を行います。 
 
  ①業務メニュー「44 総括表・公費請求書」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ファイル出力先から「5 クライアント保存」を選択します。 
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③ 画面真ん中下にある「労災レセ電」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 確認画面「労災分のレセプト電算データを作成します」とメッセージが出ます。 
「F12:作成する」を選択します。しばらく待つと保存確認画面が出るので「保存」を選択 
すると、クライアント保存先を選択する画面に切り替わります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 3 / 24 

2．クライアントへ保存する 
① 下記画面が表示されたら「他のフォルダ」の下の「<」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「他のフォルダ」の下に表示されている[home]と表示されている箇所が保存先になります。 
「home」をクリックし「名前」欄から「orca」をダブルクリックします。 
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③ 保存先が [home] [orca]と表示されていることを確認し、「名前」欄から「online」をダブルクリ
ックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 保存先が[home] [orca] [online]と表示されていることを確認し、「名前」欄から「rese」を 
ダブルクリックします。 
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⑤ 保存先が[home] [orca] [online] [rese]と表示されていることを確認します。 
労災の場合は「rousai」を「名前」欄から選択し、ダブルクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 保存先が[home] [orca] [online] [rese] [rousai]と表示されていることを確認します。 
   該当のレセプト請求年「20XX」を「名前」欄から選択し、ダブルクリックします。 

※本例では該当フォルダ「２０１３」を選択しています。 
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⑦ 保存先が[home] [orca] [online] [rese] [rousai] [20XX]と表示されていることを確認します。 
    レセプト請求月を「名前」欄の「1」〜「12」から選択し、ダブルクリックします。 

※本例では該当フォルダ「８」を選択しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 保存先が[home] [orca] [online] [rese] [rousai] [20XX][00]と表示されていることを確認し、「保存(S)」
をクリックします。※[00]には診療月が入ります(「1」〜「12」で選択した月が表示されます) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 保存確認画面の「閉じる(C)」をクリックします。 
  画面上に残っている、サブ画面は「戻る」をクリックして閉じてください。 
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労災レセ電を CD-R へ格納する手順 
 
３．クライアント保存を行ったレセ電ファイルをフロッピーディスクに格納する 

①パネル上の「場所」を＜左クリック＞します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②一覧から「ホーム・フォルダ」を＜左クリック＞します。 
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③「orca−ファイルブラウザー」画面が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④「場所」内の「rousai」フォルダを＜左クリック＞します。 
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⑤「年」フォルダを＜ダブルクリック＞します。 
※本例では該当年(２０１３)を選択しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥「月」フォルダを＜ダブルクリック＞します。 
※本例では該当月(8)を選択しています。 
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⑦「01̲Roisai̲201XXX.zip」を＜ダブルクリック＞します。 
※本例では該当ファイル「01̲Roisai̲201308.zip」を選択しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧「展開」を＜左クリック＞します。 
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⑨「場所」の「デスクトップ」を＜左クリック＞で選択します。 
オプションの「フォルダを再作成する」と「既存のファイルに上書きする」にチェックが入って 
いるか確認して「展開」を＜左クリック＞します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 展開が完了しましたら、終了を＜左クリック＞します。 
  ファイルブラウザーの「×」ボタンを＜左クリック＞し閉じます。 
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⑪ デスクトップ上にフォルダ「01̲Roisai̲201XXX」があることを確認し、＜ダブルクリック＞します。 
  ※本例では該当フォルダ「01̲Roisai̲201308」を選択しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
⑫ 「01̲Roisai̲201XXX-ファイルブラウザー」の中にファイルがあることを確認します。 

※本例では「01̲Roisai̲201308-ファイルブラウザー」となっております。 
  ※本例では４つのファイルがありますが、状況に因ってファイル数に変動があります。 
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⑬CD ドライブに CD-R を挿入します。 
 

⑭下記画面が表示されたら「キャンセル」ボタンを＜左クリック＞します。 

      
 

⑮デスクトップ上にある「CD 作成」アイコンを＜ダブルクリック＞します。 
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⑯下記画面が表示されたら「データ・プロジェクト（A）」を＜左クリック＞します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑰下記画面が表示されたら「＋」ボタンを＜左クリック＞します。 
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⑱下記画面が表示されたら「場所」欄の中の「デスクトップ」を＜左クリック＞します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑲「01̲Roisai̲201XXX」があることを確認し、＜左クリック＞します。 
※本例では該当フォルダ「01̲Roisai̲201308」を選択しています。 
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⑳RRECxxxx.UKE を＜左クリック＞し、選択された状態で「追加」を＜左クリック＞します。 
※本例では該当ファイル「RREC0100.UKE」を選択しています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㉑「⑳」で追加した RRECxxxx.UKE が「新しいデータディスクのプロジェクト」へ追加されていることを確認
してください。 
※本例では該当ファイル「RREC0100.UKE」が追加されています。 
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㉒「⑰〜⑳」の手順を繰り返し、フォルダ「01̲Roisai̲201XXX」の中の RRECxxxx.UKE を 
 全て「新しいデータディスクのプロジェクト」へ追加します。 

 
㉒「選択ディスク名」が「空の CD-R ディスク」であることを確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㉓今回データを保存するための「ディスクラベル名」に「rousai 年月」を入力します。 
※本例では 2013 年 8 月の労災レセ電のため「rousai201308」となっております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「選択ディスク名」が「空の CD-R ディスク」であること。 

初期状態では「Data disc 年-月-日」と表示されているので 

＜BackSpace＞キーで削除し「rousai 年月」なるように入力します。 
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㉓「書き込む(B)」ボタンを＜左クリック＞します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㉔下記画面が表示されたら、チェックが入っていることを確認し「書き込む」ボタンを＜左クリック＞します。 
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㉕下記画面が順番に表示されますので、そのままお待ちください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㉖次に「データ CD の書き込みが完了しました」と表示されたら「閉じる」ボタンで画面を閉じます。 
※完了すると CD ドライブから自動的に CD-R が出てきます。 
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   ※下記のような画面が表示された場合は「キャンセル」ボタンをクリックし、ORCA サーバ本体の CD 取
り出しボタンを押して CD-R を取り出してください。 

 

    
 

㉗下記画面が表示されたら「プロジェクト」⇒「終了」の順に選択し、CD 書き込みソフトを終了します。 
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４．CD-R の内容確認をする 
①CD ドライブへ書き込み済み CD-R を挿入します。 

 
②CD-R の中身が表示されます。 

   ※既に書き込みを行った CD-R を挿入すると、自動的に CD-R の内容が表示されます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③下記画面が表示されたらレセ電ファイルをダブルクリックします。 
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④レセ電ビューアが起動し画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤次に画面下の「合計人数」「合計件数」「合計点数」を確認します。 
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⑥確認が完了したら「ファイル」⇒「終了」の順に選択し、レセ電ビューアを終了します。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦次画面が表示されたら「CD 取り出しボタン」をクリックし、CD-R を取り出します。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「CD 取り出しボタン」をクリック、CD-R を取り出します。 
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   ※「CD 取り出しボタン」をクリックした際に下記のような画面が表示された場合は「キャンセル」ボタ
ンをクリックし、ORCA サーバ本体の CD 取り出しボタンを押して CD-R を取り出してください。 

 

    
 

⑧デスクトップ上にフォルダ「01̲Roisai̲201XXX」を＜右クリック＞し、開いたメニューの 
「ゴミ箱へ移動する」を＜左クリック＞し、一時ファイルを削除します。 

   ※本例では該当フォルダ「01̲Roisai̲201308」を選択しています。 
   ※ＯＲＣＡでクライアント保存した労災レセ電ファイル自体は削除されません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨デスクトップ上にフォルダ「01̲Roisai̲201XXX」が削除されたことを確認します。 
 

以上で作業が完了となります。 
 


